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Chapter12　映像作品鑑賞（３）　『ガン・ホー』（原題 GUNG HO）
○映画鑑賞

　『ガン・ホー』（原題 GUNG HO）。監督 ロン・ハワード、出演 ﾏｲｹﾙ･ｷｰﾄﾝ、ｹﾞﾃﾞｨ･ﾜﾀﾅﾍﾞ、山村聰ほか。
　1986年アメリカ映画（日本では劇場未公開）
	期末課題レポート
この授業で鑑賞した以下の3本の映像作品について、

１.それぞれが、どのような内容であったか、概要を述べよ。

2.各作品を比較考察したうえで、「映像メディア」の特性や影響力について考えたことを述べよ。

課題の対象とする映像作品

①『汝の敵日本を知れ（原題Know Your Enemy:Japan）』　（フランク・キャプラ監督1944年・米）
②『小さな留学生』　(張麗玲ディレクター　1996年・日中合作)
③『ガン・ホー（原題 GUNG HO）』　（ロン・ハワード監督　1986年・米）
提出要領

①　ワープロ打ちでＡ４用紙に1枚以上（枚数制限なし）

②　本文が複数枚になった場合は、用紙の左側上隅に１カ所、ホチキスで留める
③　レポートの第1行目に「2008年度映像メディア論期末課題レポート」と記入する

④　　　〃　　　第2行目に「学籍番号と氏名」を記入する
⑤　教務課やHPで規定用意されている表紙は付けない
　　＊論旨の展開にあわせて（例えば、とりあげる作品ごとに）1行ずつ空白を設けるなど、読みやすい文章構成
　　　についてもこころがけてみて下さい（構成方法は各人の自由ですが）　。

提出方法

　提出先・締切り　：　次回7月14日（月）の当授業で、最後に回収する。
注意

＊このレポートを提出しても、4/14～6/30の間の11回の授業のうち、出席が60％に満たない者（出席が6回

以下の者）には単位を認めない（つまり、このレポートを提出する必要はない）。出欠について特別な事情があ
る者は伊藤まで、個別に相談に来ること。



（ご参考）　比較論考のポイント（必ずしもこのように文章を進める必要はありません）
・それぞれの映画の中で、日本人はどのように描かれていたか。

・その描写は適切であったか

・これらの映画の中の日本人の描写には、時代の流れにともないどのように変化しているか（変化しているところと、変化していないところはどこか）
・変化しているのはどういう点か、どう変化したか、なぜ変化したと考えられるか、その文化的、歴史的背景には、どのようなものがあるか
・この3本の映像作品を比較することで、映像メディアにおける、どのような課題が浮き上がってくると思うか
・あなたは今後、映像メディアというものをどのように受けとめていきたいと思うか

・これからの映像メディアには、そしてそのオーディエンス（視聴者）には、なにが求められていると考えるか

　－などなど
参考図書　『イエロー・フェイス―ハリウッド映画にみるアジア人の肖像』 朝日選書　村上由見子 著　￥1,400
参考サイト　「洋画・洋楽の中の変な日本・がんばる日本」　http://www007.upp.so-net.ne.jp/Mr-YUNIOSHI/
